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１ 調査及び施設の概要 

 江部乙３号貯水池は、滝川市の北部丸加山の山麓丘陵地に位置する農業用ため池

で、山側には松尾綿羊牧場の牧野、丸加高原伝習館に隣接し下流側にはオートキャン

プ場が控える位置にある。 

同貯水池は、大正 12 年に築造され、昭和 58 年道営ため池等整備事業により改築し 

現在に至っている。施設管理者は江部乙土地改良区である。この度、防災重点ため池

に指定されたこともあり、今回、点検調査の要請があったものである。 

部拡大 

位 置 図 

江部乙 3号貯水池 

オートキャンプ場 

- 1 -



〇 施設の位置等 

施設の名称   江部乙３号貯水池 

施設管理者   江部乙土地改良区 

施設所在地   滝川市江部乙町 3948 番地 2（左岸） 

                 同     3947 番  （右岸） 

河 川 名 石狩川水系江部乙川支流第１江部乙川（普通河川） 

築 造 年 大正 12年（昭和 36 年改築） 

改 修 年 昭和 55～58 年（道営ため池等整備事業(小規模)） 

             堤体工、洪水吐放水路工、斜樋・底樋工 

〇 施設の諸元等 

有効貯水量    99,285  

集 水 面 積   0.375  

かんがい面積      16.49ha 

堤 体 型 式   均一型フィルダム 

堤  高  9.2ｍ 

堤 頂 長  112.0m 

堤 頂 幅  4.0m 

設計洪水位     HWL：159.8m  （堤頂 EL161.2m 余裕高 1.4m） 

常時満水位     FWL：159.3m  （斜樋取水高 EL155.02～159.22） 

計画最低水位      LWL：153.2m （底樋 口高に同じ） 

法 勾 配  上流側 1:2.5(上部)1:3.0(下部)  下流側 1:2.2 

満 水 面 積    3.6ha 

洪水吐型式     側溝流入式（非調節型） 

設計洪水量     8.0  /s (確率年 200 年) 

同 堰 長  11.0m 

取 水 口  斜樋型Φ200 11 孔 

放 流 設 備    底樋 土砂吐 B1000×H1000 スライドゲート 手動スピンドル式 

図１ 計画一般平面図 
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図２ 標準断面図 

２ 調査内容 

 点検調査の項目､内容については､ため池管理マニュアル（平成 27 年 10 月農林水産

省）を参考に、農村防災・災害ボランティア活動の趣旨を踏まえ、調査項目、内容、方法

等を以下の表 1のとおりとして、主に目視等によりクラック、陥没、孕み出し、破損、漏水

など変状カ所の有無について調査点検を行った。 

表 1  調査内容 

調査項目 部位等 点検・調査の内容 調査方法
調査・測定
（状況メモ）
の頻度

写真撮影
箇所等

①　堤体本体

②　堤体と斜樋・底樋・洪水吐
　　との接合部

③　堤体護岸工

①　堤体本体

②　堤体と地山境界付近

③　堤体下流部　承水路　
漏水又はその兆候となる土
粒子の流亡や堆積

目視 全区間を詳細

①　立木、ゴミ、土砂の堆積等の
　　　流下能力を低下させる状況
　　　の有無

　洪水吐の断面阻害となる
立木、ゴミ、土砂の堆積の状
況

目視 洪水吐全区間
全景及び
代表箇所
各状況をメモ

②　鉄筋コンクリート構造体の劣化等 　ｱ）　クラック、摩耗等 目視
余水吐、移行部、減勢部
の全区間の壁部を詳細

　ｲ）　圧縮強度 シュミットハンマー

　ｳ）　水路壁の傾倒 スラントルール

　ｱ）　バルブ等の
　　　　操作機能状況

目視、聞き取り 各設備

　ｲ）　コンクリート部の
　　　　クラック、摩耗等
　　　　劣化状況

目視 主要部位

堤　体
下流部

堤　体
上流部

a) 目視：全域を詳細
b) 勾配：左岸、中央,右岸
の上位（HWL),中間、下
位
 ※　変状や漏水箇所は
重点的に測定及びスケッ
チ（状況の詳細をメモ）

各部位ごとに全景
及び測定箇所、変
状化箇所の状況を
撮影しその状況もメ
モ

　　堤体及び地山における
法面の陥没、亀裂、浸食、
はらみ等の変状や漏水及び
その兆候等（植生の変化も
含む）

　斜樋、底樋等施設やこれの付帯設備
の機能や劣化や状況

全景及び
代表箇所
その状況をメモ

取水施設
底　樋

a) 目視
b) 勾配測定
   （スラントルール）

　各部位ごとに全景
及び測定箇所、変
状化箇所の状況を
撮影しその状況もメ
モ

洪水吐

　　堤体、護岸工及び地山に
おける法面の陥没、亀裂、
浸食、はらみ等の変状や漏
水及びその兆候等

a) 目視
b) 勾配測定
   （スラントルール）

a) 目視：全域を詳細
b) 勾配：左岸、中央,右岸
の上位（HWL),中間、下
位
 ※　変状や漏水箇所は
重点的に測定及びスケッ
チ（状況の詳細をメモ）

全景及び
劣化代表箇所、測
定箇所
各状況をメモ

余水吐、移行部、減勢部
の各代表部位、両側１か
所
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３ 調査結果 

（1）堤体 

〇 調査内容等 

 ため池の決壊は、変状の進行や漏水量が増加したところに豪雨や地震などが引き

金になって起こることが一般的である。このため、目視により陥没や亀裂、勾配定規に

てはらみ等の有無を確認するとともに、弱部となる斜樋、右岸側クレストや地山との接

続部を含め点検した。 

〇 調査結果 

1) 堤体上流部 

・堤体、護岸工～陥没、亀裂、浸食、はらみ等の変状は見られなかった。  

・堤体両岸接続部～陥没、亀裂等の変状は見られなかった。  

・堤体右岸斜樋接続部～クラック、陥没等の変状は見られなかった。 

・洪水吐接合部～僅かにではあるが、10cm 程度の沈下が見られた。ただ、護岸ブロッ

クと堤体盛土に隙間は無く、盛土材の流亡などの痕跡も見られなかった。(写真 2) 

・上流側護岸帯コンクリート上段～強度は平均 28N、水平を保っており、問題は無い。 

・その他 

  張ブロック下段途中から土砂が堆積しており、下段帯コンクリート、捨石工について

は確認出来なかった。堆砂については、（4）その他の項目で別途記述。 

     写真１ 堤体上流部点検状況     写真 2 張ﾌﾞﾛｯｸの沈下(洪水吐接続部) 

2) 堤体下流部 

 ・堤頂、堤体～陥没、亀裂、浸食、はらみ等の

変状は見られなかったが、一部右岸側 sp105 

(法勾配：設計値 24.4°に対し上部 24.5、下部

22.0°) 法面がわずかに膨らんでいるように

見えた。しかし、曲線部にあるため変状である

かの判断は出来なかった。また、ここでは苔

が繁茂しており湿潤状態となっているが、一時

的なものか恒常的なのか判断が難しいため、

日常点検で重点的に観察し、乾湿が他と明ら   写真 3 下流部法面勾配調査状況 

かに異なる場合は定常的に水が供給されてい 

る可能性があるため、状況に応じて点検診断の実施を検討されたい。(写真 3) 

江部乙 3号貯水池 

オートキャンプ場 
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・堤頂右岸洪水吐函渠工接続部～隅角部とな   

るウィング接続部の両側で幅 1.0×奥行 1.0m

最大で 0.3m程度の盛土体の沈下が見られた。

しかし、洪水吐との間に隙間は無く、位置関係

から雨水等による集中的な浸食や土砂流亡が

あったとは考えにくいことから、経年的な盛土体

の沈下と推察される。このため、日常点検にお

いて堤体の変異が容易に把握できるよう、 

埋め戻し等の補修を行うことが望ましい。     写真 4 堤頂洪水吐接続部の沈下 

(写真 4) 

・法先承水路～立木の影響を受け一部傾倒し

ている(sp20 付近) が、機能的に大きな支障

は見られない。また、一部トラフ内に 10cm 程

度の土砂が堆積している(sp25)ため、定期的

な除去が必要と思われる。(写真 5) 

写真 5 法先承水路トラフの傾倒 

（2）洪水吐 

〇 調査内容等 

 洪水吐は、洪水時に堤体を守るため、上流で発生する洪水を安全に下流へ流す施

設である。このため、水路内に通水阻害になる支障物の有無を目視にて確認するとと

もに、コンクリート構造体として、クラック、摩耗等を目視により観察するとともに、圧縮

強度をシュミットハンマー、水路壁の傾倒の状況を勾配定規により確認した。 

〇 調査結果 

洪水吐の断面阻害について 

 ・流入部～草が繁茂しており、洪水時に枝葉などが絡まって通水障害となることも考え

られることから、定期的に除草されたい。(写真 6) 

 ・急射流部～水路内に土砂等の堆積物は見られないが、急射流部で天端両側から立

木等の枝や弦が覆いかぶさり垂れ下がっている。現状で、流下断面に問題は無いと

考えられるが、この状態が進行すると、洪水時に流木等が引っ掛かり通水阻害を引き

起こす可能性も否定できないことから、撤去する方が望ましい。(写真 7) 

写真 6 流入部での草の繁茂       写真 7 急射流部での枝、弦の垂れ下がり 

オートキャンプ場 
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コンクリート躯体の劣化状況について 

・水路側壁～洪水吐水路を５ブロックに分け、左右の強度、傾倒、クラック、摩耗等の

損傷について調査したが、強度は平均 34N(最小 26～最大 41.6N)で個々の数値も設

計基準強度 21N を満足しており、傾倒や亀裂等も無く健全な状態を保っている。 

(写真 8) 

・水路敷～全般的にクラック、摩耗などの損傷は見られないが、急射流部の一部区間

(sp38～sp46)において水路敷側壁際の両側 10cm 程度でコンクリートが部分的に凹ん

で溝状になっている。施工時のものか流水による摩耗や経年劣化によるものかは判

断が難しい状況にあり、継続的に観察することが望まれる。(写真 9) 

写真 8 洪水吐水路の調査状況        写真 9 急射流部 溝状の凹み 

 付帯施設について 

 ・付帯工（転落防止柵）～フェンスは全線に

おいて部分的に塗装が剥離し、錆びが生

じている。また、洪水吐点検のための門扉

が傾いており、開閉が出来ない状態になっ

ている。(写真 10) 

                             写真 10 洪水吐点検用門扉の傾倒 

（3）取水施設（斜樋）・土砂吐(底樋) 

〇 調査内容等 

  斜樋や底樋は、ため池の水を取水したり、池を空にする時に使用にされる。従って、

バルブやゲートが正常に動作するか確認するとともに、腐食やコンクリートなどの劣化

状況等を観察した。 

〇 調査結果 

 ・斜樋周辺部と堤体接続部～浸食等の変状は見られなかった。 

 ・斜樋階段工コンクリート部～クラック、摩耗等の損傷の有無について観察したが、変

状なく健全な状態を保っている。(写真 11) 

 ・取水施設～斜樋開閉機のスピンドルやスクリーンの一部について、錆の浮きが見ら

れるが、著しい劣化はなく、操作機能に問題は無い。(写真 12) 
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写真 11 斜樋周辺部の点検状況       写真 12 斜樋開閉器の劣化状況 

・底樋ゲート～管理者への聞き取りによると、ここ数年開閉しておらず、土砂に埋没し

ている状況にあり、動作の確認は出来なかった。 

・底樋、斜樋出口～斜樋から取水した水は

底樋からの放水路に合流し、洪水吐放水工

斜面を出口としているが、その出口に変形

損傷などの変状は見られない。また、現状

で斜樋取水口下部を開放して排水している

ため、底樋ゲート及び内部の水密性・漏水

の有無は確認出来なかったが、管理者へ

の聞き取りでは、特に問題は無いとのこと。

通常点検において、斜樋締め切り時に底樋

出口からの漏水が無いか確認願いたい。

(写真 13)                                   写真 13 底樋、斜樋出口 

（4）その他 

 ・底樋ゲート上端から 50～60cm 上まで土砂の堆積が進んでいる状況にあり、この高さ

は取水施設（斜樋）の最下段とほぼ同じ高さに相当する。従って、これ以上堆砂が進

行する状況になると、取水管理に影響を及ぼす恐れがあることに留意され、適切に管

理を願いたい。(写真 14,15) 

写真 14 堆砂の状況(左岸側から右岸方向)      写真 15 堆砂の状況(底樋ゲート) 
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（5）総括 

 総括して、堤体及び付帯施設に陥没、亀裂、漏水などの大きな変状は無かった。しか

しながら、一部に経年的な劣化による沈下や損傷等の軽微な変状が見られたため、日

常点検において継続して観察し、劣化が進行するような状態になれば点検診断を検討

するなど今後の維持管理に活用願いたい。 

以下､変状が見られたカ所を述べる。 

1) 堤体上流部洪水吐接合部の護岸ブロックにわずかな沈下が見られた。  

2) 堤体右岸側(sp105) 下流法面がわずかに膨らんでいるように見られた。 

3) 同上部で苔が繁茂し、湿潤状態になっている。 

4) 堤体堤頂洪水吐とウィングの接続隅角部において、沈下が見られた。 

5) 堤体下流側法先承水路の傾倒及び土砂堆積が見られた。 

6) 洪水吐流入部で草が繁茂、同急射流部で弦や枝覆いかぶさり垂れ下がりが見ら

れた。 

7) 洪水吐急射流部水路敷の側壁際両側でコンクリートが溝状になっていた。 

8) 洪水吐転落防止柵点検口門扉が開閉できない状態になっている。 

9) ため池の土砂堆積が進んでいる。 

４ 調査経過等 

■ 平常時活動の事前打ち合せ 

・ 日時   ： ８月５日（月） １３：３０ ～ 

・ ところ   ： 江部乙土地改良、現地 

・ 参加者 ： 道農政部農村整備課、空知総合振興局整備課 

         活動協議会事務局、農災ボラ空知G  

・ 趣旨等 ： 要請内容と現地の確認打合せ 

■ 点検調査に係る現地事前打ち合せ 

 ・ 日時   ： ９月１７日（火） １０：００ ～ 

・ ところ  ： 江部乙３号ため池 現地 

・ 参加者 ： 活動協議会事務局、農災ボラ空知G 各調査班リーダー 他  

・ 趣旨等 ： 各班のリーダーにより現地踏査を行い、調査内容と方法について  

確認打合せ  

■ 点検調査 

・ 日 時  ： １０月１日（火） １３：００～ 

・ ところ  ： 江部乙３号ため池 現地 

・ 参加者 ： 江部乙土地改良区 石川理事長、道川副理事長、天野事務員 

空知総合振興局 坂井主幹、川邊主査 

活動協議会事務局、尾崎主幹、松野主事 

農村災害ボランティア空知G ～ 次表のとおり 
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表 2 点検調査 （農村災害ボランティア空知G） 

■ 調査結果の説明 

・ 日時   ： １１月２２日（金） １５：００ ～ 

・ ところ  ： 空知総合振興局整備課 

・ 参加者 ： 整備課 菅原係長 農災ボラ空知GL 相澤  

・ 趣旨等 ： 調査成果について説明  

■ 調査結果の報告 

・ 日時   ： １１月２８日（木） １３：３０ ～ 

・ ところ  ： 江部乙土地改良区 

・ 参加者 ： 江部乙土地改良区 石川理事長、道川副理事長、天野事務員 

         農村災害ボランティア空知 G 若松、寺元、相澤  

・ 趣旨等 ： 調査結果について報告 

班 調査部位

◎丸屋　隆士 〇坂本　隆 早川　泰寿

　久保　政則 　小林　裕二 菅野　剛充

◎引地　庸介 〇向井　浩幸 　村田　茂

　真田　敏雄 　西牧　信広 坂上　誠

◎加藤　重夫 〇坂本　徳仁 和泉　雅彦

　新堂　秀光 　　木村　敦 佐川　伸哉

◎川口　豊 〇河原　良一 山田　義男

　阿部　秀人 　三品　俊秀

　若松　正美 寺元　信幸 相澤　和則

◎リーダー　　〇　サブリーダー

班構成（人員）

１班

２班

３班

４班

堤体上流部

堤体下流部

洪水吐

取水施設・底樋

全体
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５ 付帯資料 
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評価 対応

（現状、原因等） （経過観察、対策等）

堤体上流部

　　洪水吐接合部

堤体の変状 堤体下流部

　sp 105
　堤体法面勾配

　　・　上部　 24.5°

　　・　下部 　22.0°

　設計値　：　24.4°

堤体の漏水 堤体下流部

　　sp 105

堤体法尻部

　（承水路）

堤体
その他

※農水省
ため池機能診断
マニュアル堤体

下流部
（２班）

　植生はコケが繁茂し、土質は湿潤状
態となっている。

　この調査では定常的に水が供給さ
れ、湿潤状態となっているか、一時的
なものかは判断できなかった。

堤体堤頂部
　（洪水吐壁とウイ
ングの隅角部）

堤体
その他

　Ｕ２４０トラフが立木の影響により一
部傾倒している。
 　土砂が堆積している。

班区分

堤体
護岸工の
変形

変状等の評価と対応　

堤体
上流部
（１班）

備　考
変状等の状況変状等の箇所点検項目

　(　江部乙３号ため池　：　滝川市　江部乙土地改良区　)

　［ 農村防災・災害ボランティア　空知グループ　Ｒ１年１０月１日　点検調査　］

写真
ＮＯ

　わずかな沈下は見られるが、護岸ブ
ロックと堤体盛土に隙間はなく、盛土
材の流亡や浸食の痕跡は見られな
い。

25
26
27

　わずかに膨らんでいるように見える。

63
65

62
64

70
71

66
67
68
69

　洪水吐壁とウイングからなる隅角部
の盛土が一部沈下している。

  この箇所は曲線部にあるため、ダム
軸方向からの見通しのよる判断もでき
ず、変状か、造成時からのものかは判
断できなかった。

　状況に応じて点検診断の実施
を検討。

  はらみ出しの場合は、堤体の
滑りに対する安全性の低下要
因となる可能性が高いため、日
常点検では継続的に観察する
ことが望まれる。

　乾湿が明らかに異る場合は定
常的に水が供給されている可
能性があるため、日常点検では
継続的に観察することが望まれ
る。

　補修が望まれる。
　日常点検において堤体の変
異など、変化を的確に把握・判
断する上でもこの補修は重要と
考えられる。

　地形的条件や施設の位置関係から
雨水等による集中的な流入や土砂の
浸食・流亡を受けることは考えにくい。
　隅角部であることから、造成時の施
工具合と経年変化によるものと想定さ
れる。
　機能的に大きな支障は見られない。

-
 
1
 
-



評価 対応

（現状、原因等） （経過観察、対策等）
班区分

変状等の評価と対応　

備　考
変状等の状況変状等の箇所点検項目

　(　江部乙３号ため池　：　滝川市　江部乙土地改良区　)

　［ 農村防災・災害ボランティア　空知グループ　Ｒ１年１０月１日　点検調査　］

写真
ＮＯ

洪水吐流入部 　洪水吐流入部に草が繁茂している。 　※　除草剤で除草している。

洪水吐水路部 　流下能力には支障ないと考えられ
る。

　　水路底部

取水・底樋
※　変異等なし

　土砂の堆積が進んでいる。

取水
底樋
（４班）

洪水吐
（３班）

洪水吐
　断面阻害

-

94
95

その他 その他

堤体上流部
　土砂の堆積 　土砂の堆積により、深部の張ブロッ

ク及び捨石工は確認できない状況と
なっている。

86

83

洪水吐
コンクリート躯体
の劣化

洪水吐
射流部

土砂吐
　付帯設備の機
能

　洪水吐水路の両側から立木等の枝
や弦が覆いかぶさり、垂れ下がってい
る。

　防護柵は全体にわたり錆が発生して
いる。また、点検口の門扉は傾いて開
閉できない状態となっている。

　水路底部の両端がSP38～46におい
て、幅10cm程度溝が生じている。

84

82

　洪水吐の転落防
止柵、点検口の門
扉

　日常点検で継続的に観察する
ことが望まれる。

　状況に応じて点検診断の実施
を検討。

　施工時のものか、流水のよる摩耗や
経年劣化によるものかは不明。

-
 
2
 
-



平面図 調査カ所 変状等カ所（写真NO)

調査カ所　変状等カ所　位置図

左岸

中央

堤体上流

堤体下流

82

70 8384

25

66

62

右岸

-
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標準断面

調査カ所　位置図

上部 上部

下部

下部

堤体上流 堤体下流

-
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①
－
Ｌ

②
－
Ｌ

②
－
Ｒ

③
－
Ｌ

④
－
Ｌ

⑤
－
Ｌ

⑤
－
Ｒ

⑥
－
Ｌ

⑥
－
Ｒ

①
②

③

④

⑤

⑥

82 82

83

ＳＰ １４.００

ＳＰ ２５.００

ＳＰ ３８.００

ＳＰ ５４.００

ＳＰ ３０.００

ＳＰ ４６.００

ＳＰ ６２.００

①
－
Ｒ

③
－
Ｒ

④
－
Ｒ
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［　Ｒ１年１０月１日　災害ボランティア空知グループ　］

目視 変状等なし 1

法勾配 ２２° 2 設計勾配　21.8°

目視 変状等なし 3

法勾配 ２２° 4 設計勾配　21.8°

目視 変状等なし 5

法勾配 ２２° 6 設計勾配　21.8°

目視 変状等なし 7

法勾配 ２３° 8 設計勾配　21.8°

目視 変状等なし 9

法勾配 ２２° 10 設計勾配　21.8°

目視 変状等なし 11

法勾配 ２2° 12 設計勾配　21.8°

目視 変状等なし 13

傾き ０° 14

強度 ２８Ｎ 15 基準強度　18N

目視 変状等なし 16

傾き ０° 17

強度 ２８Ｎ 18 基準強度　18N

目視 変状等なし 19

傾き ０° 20

強度 ２８Ｎ 21 基準強度　18N

目視 変状等なし 22,23

目視 変状等なし 22,24

25,26

27

28

29

調査項目 調査カ所 調査方法

盛土材の流亡等なし

写真
NO 備　　考

下部

右岸

上部

下部

堤体（左岸）と
地山の接続部

堤体
（上流）

護岸工の変状

下部

上部

下部

目視

目視

張ブロック

帯コンクリート

堤体（右岸）と
洪水吐の接続部

堤体（右岸）と
斜樋の接続部

張ブロック

張ブロック

左岸

中央

右岸

わずかな沈下

変状等なし

上部

上部

左岸

中央

江部乙３号ため池　点検調査結果一覧

変状等の有無
測定値

堤体・護岸の
変状

-
 
6
 
-



［　Ｒ１年１０月１日　災害ボランティア空知グループ　］

調査項目 調査カ所 調査方法
写真
NO 備　　考

江部乙３号ため池　点検調査結果一覧

変状等の有無
測定値

上部 目視 変状なし 40

下部 目視 変状なし 41

上部 目視 変状なし 42

下部 目視 変状なし 43

目視 変状等なし 44

法勾配 ２４° 50 設計勾配　24.4°

目視 変状等なし 44

法勾配 ２４° 53 設計勾配　24.4°

目視 変状等なし 45

法勾配 ２４° 56 設計勾配　24.4°

目視 変状等なし 45

法勾配 ２４° 59 設計勾配　24.4°

目視 膨らみ、コケ、湿潤 62

法勾配 ２４.５° 63

目視 膨らみ、コケ、湿潤 64

法勾配 ２２° 65

左岸　(sp 10-60) 目視 変状等なし 46

右岸　(sp 60-120) 目視 変状等なし 47

右岸　(洪水吐接合部) 目視 一部陥没 70,71

左岸　(sp 25) 目視 傾倒、土砂堆積 66-69

流入部 目視
　洪水吐流入部に草等
が繁茂している。 83 除草剤を散布

水路全区間 目視
　立木の枝や笹の覆い
かぶさりがある。 84 流下能力に支障なし。

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 26Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 35.7Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 41.6Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

右岸
(sp 105)

左岸
(sp 20-60)

右岸
(sp 60-100)

堤体法面
（ダム軸方向）

流下断面の阻害

堤体法面
（上下流方向）

堤体天端

左岸
(sp 40)

右岸
(sp 80)

承水路(U240トラフ)

堤体
（下流）

堤体の変状

余水吐部壁
 (sp 10)

上部

下部

上部

下部

上部

下部

鉄筋コンクリート
構造物の
劣化等

洪水吐

経過観察

80、81
一覧
による。

Ｒ側

Ｒ側

Ｌ側

移行部壁
<横断工>
 (sp 27)

-
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［　Ｒ１年１０月１日　災害ボランティア空知グループ　］

調査項目 調査カ所 調査方法
写真
NO 備　　考

江部乙３号ため池　点検調査結果一覧

変状等の有無
測定値

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 35.6Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 37.9Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 35.3Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 32.9Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 30.3Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

目視 クラック、剥離、欠損なし

傾き ０°

強度 30.8Ｎ 設計強度　＝　21Ｎ

錆び発生

門扉傾倒

斜樋、堤体接続部 目視 変状等なし 88

斜樋基礎コンクリート 目視 問題なし 89

斜樋開閉器等 目視 問題なし 92

ゲート 目視 問題なし 90

放流工 目視 問題なし 93

94

95
土砂の堆積が進行

斜樋・底樋

その他 堤体上流部　土砂の堆積 目視堤体上流部　湛水域　底部

経過観察

付帯工 防護柵

射流部壁
 (sp 40)

Ｌ側

鉄筋コンクリート
構造物の
劣化等洪水吐

急射流部
(sp 38-46)

目視
底部両側に10cm程度の溝が
生じている

目視

水路敷

全体

Ｒ側

Ｌ側

80,　81
一覧
による。

82

86

底樋

斜樋

減勢部壁
 (sp 60)

Ｒ側

Ｌ側

移行部壁
 (sp 34)

Ｒ側

-
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体上流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査ケ所の状況票

写真 又は　ポンチ絵

沈下、陥没等は見られない。

  写真　NO 1   写真　NO 2

設計法勾配（１：２．５）＝２１．８度

設計値と同等である。

写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　護岸工（張ブロック）　左岸上部

護岸工（張ブロック）の変状

堤体上流　護岸工（張ブロック）　左岸上部

現場調査値：２２度

現場調査値：２２度

設計値と同等である。

護岸工（張ブロック）の変状 護岸工（張ブロック）の変状　　スラントによる勾配確認

  写真　NO 　5   写真　NO　6 

護岸工（張ブロック）の変状　　スラントによる勾配確認

堤体上流　護岸工（張ブロック）　左岸下部 堤体上流　護岸工（張ブロック）　左岸下部

  写真　NO　3   写真　NO 4

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　護岸工（張ブロック）　中央上部 堤体上流　護岸工（張ブロック）　中央上部

護岸工（張ブロック）の変状　　目視による状況確認 護岸工（張ブロック）の変状　　スラントによる勾配確認

沈下、陥没等は見られない。 設計法勾配（１：２．５）＝２１．８度

設計値と同等である。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

沈下、陥没等は見られない。 設計法勾配（１：２．５）＝２１．８度

現場調査値：２２度
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体上流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

設計値と同等である。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

  写真　NO 　11   写真　NO 　12

沈下、陥没等は見られない。 設計法勾配（１：２．５）＝２１．８度

現場調査値：２２度

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　護岸工（張ブロック）　右岸下部 堤体上流　護岸工（張ブロック）　右岸下部

護岸工（張ブロック）の変状　　目視による状況確認 護岸工（張ブロック）の変状　　スラントによる勾配確認

現場調査値：２２度

設計値と同等である。

堤体上流　護岸工（張ブロック）　右岸上部　 堤体上流　護岸工（張ブロック）　右岸上部

護岸工（張ブロック）の変状　　目視による状況確認 護岸工（張ブロック）の変状　　スラントによる勾配確認

  写真　NO 　9   写真　NO 　10

沈下、陥没等は見られない。 　設計法勾配（1：2.5）＝21.8度、現地調査値：23度
  設計値と若干の差異は見られるものの、上下、左右の状況から沈
下や膨らみは見られない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　護岸工（張ブロック）　中央下部 堤体上流　護岸工（張ブロック）　中央下部

護岸工（張ブロック）の変状　　目視による状況確認 護岸工（張ブロック）の変状　　スラントによる勾配確認

  写真　NO 　7

沈下、陥没等は見られない。 設計法勾配（１：２．５）＝２１．８度

  写真　NO　8 
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体上流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

護岸工（帯コンクリート）の変状　　目視による状況確認 護岸工（帯コンクリート）の変状　　スラントによる勾配確認

  写真　NO 　13   写真　NO 　14

クラック、陥没等は見られない。 　０°＝　傾きはない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

護岸工（帯コンクリート）の変状　　スラントによる勾配確認 護岸工（帯コンクリート）の劣化　　シュミットによるコンクリート強度

  写真　NO 　17   写真　NO 　18

　０°＝　傾きはない。 変換値２８Nでありコンクリート強度は問題ない。

堤体上流　護岸工（帯コンクリート）　中央 堤体上流　護岸工（帯コンクリート）　中央

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　護岸工（帯コンクリート）　左岸 堤体上流　護岸工（帯コンクリート）　中央

護岸工（帯コンクリート）の劣化　シュミットによるコンクリート強度調査 護岸工（帯コンクリート）の変状　　目視による状況確認

  写真　NO　15   写真　NO 　16

変換値２８Nでありコンクリート強度は問題ない。 クラック、陥没等は見られない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　護岸工（帯コンクリート）　左岸　 堤体上流　護岸工（帯コンクリート）　左岸　
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体上流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

堤体上流　護岸工（帯コンクリート）  右岸 堤体上流　護岸工（帯コンクリート）  右岸

護岸工（帯コンクリート）の変状　目視による状況確認 護岸工（帯コンクリート）の変状　　スラントによる勾配確認

  写真　NO 　19   写真　NO 　20

クラック、陥没等は見られない。 　０°＝　傾きはない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　護岸工（帯コンクリート）  右岸 堤体上流　堤体左岸と地山の接続部　

護岸工（帯コンクリート）の劣化　　シュミットによるコンクリート強度 堤体及び地山の変状

  写真　NO 　21   写真　NO 　22

変換値２８Nでありコンクリート強度は問題ない。 　クラック、陥没等は見られない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　堤体左岸と地山の接続部　（上部→下部） 堤体上流　堤体左岸と地山の接続部　（下部→上部）

堤体及び地山の変状 堤体及び地山の変状

  写真　NO 　23   写真　NO 　24

　クラック、陥没等は見られない。 　クラック、陥没等は見られない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体上流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

  写真　NO 　28

　わずかな沈下は見られるが、護岸ブロックと堤体盛土に隙間はなく
盛土材の流亡や浸食は見られない。

　クラック、陥没等は見られない。

堤体上流　堤体右岸と洪水吐接続部　（張ブロック） 堤体上流　堤体右岸と洪水吐接続部　（張ブロック）

堤体の変状　洪水吐接続部 堤体の変状　洪水吐接続部

  写真　NO　25   写真　NO 　26

　わずかな沈下が見られる。 　わずかな沈下は見られるが、護岸ブロックと堤体盛土に隙間はなく
盛土材の流亡や浸食は見られない。

写真 又は　ポンチ絵

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　堤体右岸と斜樋接続部　

堤体の変状　斜樋接続部

  写真　NO　29 

　クラック、陥没等は見られない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体上流　堤体右岸と洪水吐接続部　（張ブロック） 堤体上流　堤体右岸と斜樋接続部　

堤体の変状　洪水吐接続部 堤体の変状　斜樋接続部

  写真　NO　27 
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体下流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体変状　上下流方向変状 堤体変状　上下流方向変状

  写真　NO 　44   写真　NO 　45

・陥没、亀裂、浸食、孕み、漏水はみられない。 ・陥没、亀裂、浸食、孕み、漏水はみられない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流　法面　左岸（sp.40) ⑥堤体下流　法面　右岸（sp.80)

  写真　NO 　42   写真　NO 　43

・陥没、亀裂、浸食、孕み、漏水はみられない。 ・陥没、亀裂、浸食、孕み、漏水はみられない。

堤体下流　法面　右岸（sp.60～110上部） 堤体下流　法面　右岸（sp.60～110下部）

堤体変状　ダム軸方向 堤体変状　ダム軸方向

・陥没、亀裂、浸食、孕み、漏水はみられない。 ・陥没、亀裂、浸食、孕み、漏水はみられない。

堤体下流　法面　左岸（sp.20～60上部） 堤体下流　法面　左岸（sp.20～60下部）

堤体変状　ダム軸方向 堤体変状　ダム軸方向

  写真　NO 　40   写真　NO　41 

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体下流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体変状　法面勾配　スラントルールの読み 堤体変状　法面勾配　遠景

  写真　NO 　50   写真　NO 　51

・24度　　1：2.2 ・測定状況

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流　法面　左岸　上部（sp.40　法肩～10m） 堤体下流　法面　左岸　上部（sp.40　法肩～10m）

  写真　NO 　48   写真　NO　49 

・測定状況 ・測定状況

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流　法面　左岸　上部（sp.40　法肩～10m） 堤体下流　法面　左岸　上部（sp.40　法肩～10m）

堤体変状　法面勾配　遠景 堤体変状　法面勾配　近接

・陥没、亀裂、浸食はみられない。 ・陥没、亀裂、浸食はみられない。

堤体天端　左岸（sp.10～60） 堤体天端　右岸（sp.60～120）

堤体変状 堤体変状

  写真　NO 　46   写真　NO 　47
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体下流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体変状　法面勾配　スラントルールの読み 堤体変状　法面勾配　遠景

  写真　NO 　56   写真　NO 　57

・24度　　1：2.2 ・測定状況

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流　法面　右岸　上部（sp.80　法肩～10m） 堤体下流　法面右岸　下部（sp.80　10ｍ～法尻）

  写真　NO　54   写真　NO 　55

・測定状況 ・測定状況

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流　法面　右岸　上部（sp.80 法肩～10m） 堤体下流　法面　右岸　上部（sp.80 法肩～10m）

堤体変状　法面勾配　遠景 堤体変状　法面勾配　近接

・測定状況 ・24度　　1：2.2

堤体下流　法面　左岸　下部（sp.40　10m～法尻） 堤体下流　法面　左岸　下部（sp.40　10m～法尻）

堤体変状　法面勾配　近接 堤体変状　法面勾配　スラントルールによる測定

  写真　NO 　52   写真　NO 　53
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体下流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

　堤体曲線区間において微かに膨らんでいるように見える。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体変状　法面勾配 堤体変状　法面勾配　スラントルールの読み

  写真　NO　62   写真　NO 　63

・24.5度　　1：2.2

　法面下部には苔が植生し湿潤状態となっている。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流　法面　右岸　上部　（sp.105　5m～10m） 堤体下流　法面　右岸　上部（sp.105　5m～10m）

  写真　NO 　60   写真　NO 　61

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流　法面　左岸（sp.40） 堤体下流　法面　右岸（sp.80）

堤体変状　背面全景 堤体変状　背面全景

・測定状況 ・24度　　1：2.2

堤体下流　法面　右岸　下部（sp.80　10m～法尻） 堤体下流　法面　右岸　下部（sp.80　10m～法尻）

堤体変状　法面勾配　近接 堤体変状　法面勾配　スラントルールの読み

  写真　NO　58   写真　NO　59 
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体下流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

　堤体曲面区間において微かに膨らんでいるように見える。

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

　U240トラフに土砂が10cm程度堆積している。
　土砂は地山からの表流水によると思われる。

　U240トラフに土砂が10cm程度堆積している。
　土砂は地山からの表流水によると思われる。

　U240トラフに土砂が10cm程度堆積している。
　土砂は地山からの表流水によると思われる。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

  写真　NO　68   写真　NO 　69

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体下流部　承水路　法尻（sp.25） 堤体下流部　承水路　法尻（sp.25）

承水路状況 承水路状況

・U240トラフが立木の影響により一部傾倒している。

堤体下流部　承水路　法尻（sp.20） 堤体下流部　承水路　法尻（sp.25）

承水路状況 承水路状況

  写真　NO 　66   写真　NO 　67

　法面下部には苔が植生し湿潤状態となっている。、

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体変状　法面勾配 堤体変状　法面勾配　スラントルールの読み

  写真　NO 　64   写真　NO　65 

・22度　　1：2.4

堤体下流　法面右岸　下部（sp.105　10m～法尻） 堤体下流　法面右岸　下部（sp.105　10m～法尻）
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　堤体下流部

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

　一部沈下　（≒L1.0×W1.0×D0.3）あり。
　堤頂終点部であり雨水等が集まる箇所ではない。

　一部沈下　（≒L1.0×W1.0×D0.3）あり。
　堤頂終点部であり雨水等が集まる箇所ではない。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

堤体の変状 堤体の変状

  写真　NO 　70   写真　NO　71 

堤体下流部　天端　洪水吐接合部（sp.118） 堤体下流部　天端　洪水吐接合部（sp.122)
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　洪水吐等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

  写真　NO 　80　   写真　NO 　81　

洪水吐　水路の壁面 洪水吐　水路の水路敷

鉄筋コンクリートの劣化　洪水吐水路側壁のクラック、剥離、欠損 鉄筋コンクリートの劣化　洪水吐水路敷の摩耗

　水路側壁は全般にクラック、剥離、欠損などはなし。 　水路敷は摩耗などの劣化はなし。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

洪水吐　水路の急射流部水路敷 洪水吐 流入部　

鉄筋コンクリートの劣化　洪水吐水路のクラック、剥離、欠損等 洪水吐の断面阻害となる立木や土砂等の有無

  写真　NO 　82　   写真　NO 　83　

　急射流部水路敷の両側端がSP38～SP46において幅10㎝程度の溝
が生じている。
　水流による摩耗とは考えづらい。

　洪水吐流入部に草等が繁茂している。

　※　維持管理において除草剤を散布して除草している。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

洪水吐 水路部 洪水吐　水路の鉄筋コンクリート構造体

洪水吐の断面阻害となる立木や土砂等の有無 鉄筋コンクリート構造体の劣化　（圧縮強度、側壁の傾倒）

  写真　NO 　84　   写真　NO 　85　

　洪水吐水路の両側から立木の枝や笹が覆いかぶさり垂れ下がって
いる。
　水路には土砂等の堆積はない。

　・圧縮強度、側壁の傾倒　調査状況

　・強度及び傾倒に問題い。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　洪水吐等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

洪水吐　防護柵

洪水吐　付帯工の機能

  写真　NO 　86

　防護柵は全体にわたり錆が発生している。
　点検口の門扉は傾いて開閉できない状態となっている。

  写真　NO 　88   写真　NO 　89

　斜樋及び周辺堤体には沈下、陥没、浸食等の変状は見られない。

写真 又は　ポンチ絵

斜樋周辺の堤体部 斜樋

斜樋及び周辺堤体の変状 斜樋の変形、損傷

写真 又は　ポンチ絵

底樋ゲート 取水施設

写真 又は　ポンチ絵

ゲート施設の変状、損傷 取水施設の機能状況

  写真　NO 　90　   写真　NO 　91　

　斜樋下段部周辺に土砂やゴミが堆積している。

　斜樋の階段工ｺﾝｸﾘｰﾄ部は、若干の洗い出しはあるが機能や安定
性に問題はないｊ状況。
　手摺は塗装の剥がれ、錆はあるが機能的には問題ない状況。

　ゲートはここ数年、開閉していない。
　開閉機の鍵が故障しているため、修繕を依頼中（施設管理者から
の聴取り）
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［江部乙３号ため池 点検調査］　　洪水吐等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

調査部位 調査部位

確認内容等 確認内容等

状況等 状況等

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

　開閉機のスピンドルやスクリーンは、一部錆は浮いているが、著し
い劣化はなく操作機能に問題ない。
　毎年春先の点検では異常はない。（施設管理者からの聴取り）

　洪水吐の底樋放水口は変形、損傷等は見られない。
  底樋の放流口は斜樋からの流水と合流しているため、底樋ゲート
の水密性・漏れ等は確認できない。
　聴取りでは、管理上の不都合はないとのこと。

取水施設 底樋　放流部

取水施設の機能や劣化 底樋の機能状況

  写真　NO 　92　   写真　NO 　93

　張ブロック2段目の中央付近まで堆砂が堆積し、深部の張ブロック
及び捨石工は確認できない状況となっている。

　土砂の堆積が進んでいる。

写真 又は　ポンチ絵 写真 又は　ポンチ絵

　堤体上流部 　堤体上流部

　堤体上流部　土砂の堆積 　堤体上流部　土砂の堆積

  写真　NO 　94　   写真　NO 　95
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： 江部乙３号貯水池 余水吐水路 ※ 鉄筋コンクリート設計基準強度： ２１ N/mm2

： 令和元年１０月１日

： 災害ボランティア（空知グループ）

圧縮換算強度算出の公式： Ｆ ＝（-18.0+1.27×Ｒ0）×α R0:基準反発度 α:材齢係数

（材齢係数は材令28日の圧縮強度を算出する場合に乗ずる）

換算強度

角度 補正値 状態 補正値 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 (N/mm2)

1 余水吐工 SP10(R) 水向 0 表乾 0 38 31 38 38 29 33 34 39 32 32 33 38 32 33 32 38 32 40 33 38 34.65 34.65 26.01 ①-Ｒ

2
移行部
(BOX)

SP27(R) 水向 0 表乾 0 42 43 42 42 44 40 42 40 42 43 42 44 42 43 43 42 42 43 40 45 42.30 42.30 35.72 ②-Ｒ

3 　〃 SP27(L) 水向 0 表乾 0 42 46 52 43 52 40 46 43 42 44 44 46 53 52 52 49 42 51 47 52 46.90 46.90 41.56 ②-Ｌ

4 移行部 SP34(R) 水向 0 表乾 0 42 43 40 46 40 42 41 42 41 44 41 40 46 44 44 43 41 39 42.17 42.17 35.56 ③-Ｒ

5 　〃 SP34(L) 水向 0 表乾 0 49 46 47 46 46 40 46 42 38 44 44 48 40 42 42 44 41 48 43 44.00 44.00 37.88 ③-Ｌ

6 急射流部 SP40(R) 水向 0 表乾 0 41 40 42 47 42 40 42 48 40 46 40 41 43 44 43 38 44 41 36 42 42.00 42.00 35.34 ④-Ｒ

7 　〃 SP40(L) 水向 0 表乾 0 42 42 40 40 34 40 40 44 33 40 40 39 38 40 40 40 38 39 44 48 40.05 40.05 32.86 ④-Ｌ

8 減勢工 SP60(R) 水向 0 表乾 0 40 40 36 38 40 44 25 40 42 42 34 34 38 40 38 33 41 40 40 36 38.05 38.05 30.32 ⑥-Ｒ

9 　〃 SP60(L) 水向 0 表乾 0 35 34 34 40 34 38 40 36 35 38 41 37 40 39 40 40 40 42 40 46 38.45 38.45 30.83 ⑥-Ｌ

平均 34.01

　　【判定等】
平均換算強度34.01N/mm2が設計基準強度21N/mmを満足しており、個々の換算強度が設計基準強度21N/mmの85%(17.85)も満足している
ため、コンクリート強度には問題ないと判断される。

コンクリート強度試験表
（シュミットテストハンマーによる）

打撃方向 湿潤状態 平均
反発度

調査対象施設

調査年月日

測　 定　 者

測定反発度
№ 名称･位置

基準
反発度

備考

-
 
2
3
 
-



： 江部乙３号貯水池 余水吐水路

： 令和元年１０月１日

： 災害ボランティア（空知グループ）

1 余水吐工 SP10(R) ①-Ｒ

2
移行部
(BOX)

SP27(R) ②-Ｒ

3 　〃 SP27(L) ②-Ｌ

4 移行部 SP34(R) ③-Ｒ

5 　〃 SP34(L) ③-Ｌ

6 急射流部 SP40(R) ④-Ｒ

7 　〃 SP40(L) ④-Ｌ

8 減勢工 SP60(R) ⑥-Ｒ

9 　〃 SP60(L) ⑥-Ｌ

　　【判定等】

±０度

±０度

水路壁の傾倒は見受けられず、問題ないと判断される。

傾倒角度 備　　　考

±０度

±０度

±０度

±０度

±０度

±０度

±０度

№ 名称･位置

水路壁の傾倒調査表
（スラントルールによる）

調査対象施設

調査年月日

測　 定　 者

-
 
2
4
 
-



傾
倒
調
査
写
真
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